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こども子育て施策

こども家庭庁ができた
ことは画期的なこと



障害児施策



こども観・人権観のアップデート
• 能力主義（エイブリズム）からの脱却
• すべてのこどもの人権と尊厳が守られる事－リスペクトされた環境
はそのこどもの持っている力が開花する

こどもにどんな風に育ってほしいかー自分と違った相手もリスペクトできる人に、
よい世の中や国をつくる担い手に（イタリア幼児教育担当者）

みんなにとって居心地のいいと思える地域
市民教育としてのインクルーシブ（フランス）

福祉 
より良い社会・歴史をつくる

保育は元来から「インクルーシブ」な理念を含有しているものである（日本）

こどもにとっては、同じ場所で共に遊び育ちあうインクルーシブ保育が必要



サンプル フッター テキスト 4

統合（Integration)
アクセス権の保証「すべてのこどもが近隣の学校へ」

包摂（Inclusion）
学校の責任「こどもではなく学校がかわる」

インクルーシブ学校（Inclusive School）
公的システムの構築「県レベルの支援組織化」

みんなの学校（School for All）
例外ゼロ 「『所属なし』の廃止」
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「なんで困っているとか、違いについて質問するのは、いけない
のでは？ と思ってたけど
だったのがよかった。」

「小学校は中学校はといっしょに授業も受けてたけど、友達のグ
ループに入っていたかと言えば、 。
だから物理的にいるだけではなく、一緒にプロジェクトで

と言う意味
で付加価値があった。」

「
」

「差別と不平等について」

の共同プロジェクト等

単に同じ部屋にいるだけでなく、一つ
のテーマについて共に考え、想像する
プロジェクトを実施。

対象校：
生徒数1,200名の総合学校

参加者：
通常学級の生徒＋障害のあ
る生徒13名

連携：
DAME（医療・福祉チーム）の
サポート

「偏見があったかもしれない…
」

「 」

将来への影響
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児童発達支援
センター

通所/通園
部門

地域・相談・家族支援

地域こども家庭
発達支援センター

発展

発展
幼稚園・保育園

こども園

児童発達支援など

連携

幼稚園・保育園・こども
園・児童発達支援・放課
後等デイサービス・学
校・児童養護などの障害
のあるこどもの支援

一体型
児童発達支援

【幼児期】

放課後等デイサービス

放課後児童クラブ

連携

共生型 【学童期】

障害のないこども、きょう
だい児など一定の割合で受
け入れることができる。

これからも、
障害のあるこどもの支援は大切

すべてのこども一体的に受け
入れてて行く。

学校



すべてのこども分野の関係者が
手をつなぐことが
これまで以上に必要

幸せなこども時代のために
みんなが幸せに生きられる

社会のために
(公正で安心できる人間的な社会を築くことにつなが

る)
１人のこどもも例外なく、

生きる・学び・遊び・成長する機会を
対等な立場でもつこと 10
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